
戦場から市場へと変貌を遂げたメコン地域。
紛争が終わり、物や人が行き交う経済の構想が始まって約30年がたち、

安定した未来に向けた歩みが加速している。
経済成長の一端を担う経済回廊が果たした役割を紹介する。

メコン地域における
経済回廊

物乞いをする子どもたち（2004年9月2日）。

写真・データ提供 ： 石田正美

子どもたちを遊ばせる様子（2013年11月6日）。

上 : 南部経済回廊上のカン
ボジアに架かるネアックルン
橋（つばさ橋）。東はベトナ
ム・ホーチミンへ、西はカン
ボジア・プノンペンを経て、
タイ・バンコクへとつながる。
下 ： 東西経済回路上に建
設された第2メコン国際橋。
タイとラオスを結び友好橋と
呼ばれる。（上下写真提供 : 
久野真一）

陸上国境の長いメコン地域諸国にとって、陸上交通での連結性は重
要だ。

出所：ADBのウェブサイトをもとに作成

出所：CIAのウェブサイト（2012年４月15日閲覧）をもとに作成。
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現在のメコン地域の経済回廊地図
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＊2006年12月に開通式が行われ、翌年1月から車両の通行が開始された。

出所：World Development Indicatorをもとに作成。

メコン地域諸国の１人当りGDPの推移
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■ 海岸線の割合　■ 陸上国境の割合

ASEAN諸国の海岸線と陸上国境の総延長の割合
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